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主催者
軽井沢国際カーリング選手権大会２０１９実行委員会 / 特定非営利活動法人 スポーツコミュニ
ティー軽井沢クラブ

共催者

大会種別
総合競技大会の予選会を兼ねたか

開催期間・開催日
令和 元 年

（ 4

大会参加要件

実行委員会で選考し順次決定していき、募集数に達した時点で締切る。
＜海外招待チーム＞
①	カナダより男女各１チーム（OP、WCCのメダリストクラス。但し直近の世界選手権でカナダが１位
の場合はそのチームに一番にアプローチする）
②	直近の世界選手権男女1位から順にアプローチ（カナダ以外）
③	それに準ずる話題性のあるチーム

＜一般参加チーム＞
国内外の各チームから随時申込を受付け、チーム戦績や選手プロフィール、地域などを考慮の上、
実行委員会で選考決定していく。
【選考基準】（案）
◆1stステージ・・・エントリー即決
・直近年度のＷＣＴポイント50位以内
・直近2大会のオリンピック出場チーム
・直近4年以内の世界選手権出場チーム
・直近の日本選手権４位以内
・本大会直近２大会の入賞チーム（8位以内）
◆2ndステージ・・・最長9/30までウエイティング
・直近世界ジュニア選手権出場チーム
・直近日本ジュニア選手権優勝チーム
・選考委員会推薦チーム

月 19 日 ～ 令和 元 年 12 月 22 日

日間）

活動に対する評価

　今回、海外から招待チームは4チームとなったが、平昌オリンピック金メダリストを含めた各国の
ナショナルチームで構成され、賞金総額800万円に相応しい大会となった。期間中の観客数が約
3,800名（前年比120％）、ストリーミング配信の視聴者も述べ10万人（前年比318％）を超えている
ことからも、本大会、そしてカーリングへの関心が高まっている。参加チーム、観戦者からも運営
において高評価をいただいているため、今後も継続的に大会を開催し、カーリングの普及に努めて
いきたい。
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第三者への
委任（事務委任等）の有無

※第三者への委任（事務委任等）が「有」の場合、以下に記入するととも
に、委任先の収支決算書を提出すること

委任先の組織名称

委任の内容
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開催場所 軽井沢⾵越公園 軽井沢アイスパーク（⻑野県北佐久郡軽井沢町発地1154-1）

助成決定者名 特定非営利活動法人 スポーツコミュニティー軽井沢クラブ        

活動名 軽井沢国際カーリング選手権大会2019

活動の成果

　カーリング競技は国内においてはまだマイナー種目であるが、出場希望チームが増加し、よりハ
イレベルな大会を開催することができた。また、観戦者やボランティア等も増加し、「する・み
る・ささえる」の観点からもカーリングへの関心を高めることができた。その要因として、オリン
ピック後も継続的な事業やイベント、本大会を含めた大会の開催により、幅広い世代がカーリング
に触れ、同時に選手強化も図られたこと。また、国内・アジアで行われる大規模な国際大会は本大
会が唯一であり、国内外の男女トップチームによるハイレベルな試合が行われ、それを観戦できる
こと、が挙げられる。
　ＴＶやスポーツニュースでも取り上げられることで、カーリング人気をより安定的なものとし、
国内における競技人口、観戦者（ファン）増加の役割も果たしているものと考えられる。

活動報告書

【スポーツ団体大会開催助成】

助成活動細目
競技会開催

競技力向上活動

国際大会 日本選手権 全国大会

兼ねた 兼ねていない

有 無



助成決定者名 特定非営利活動法人 スポーツコミュニティー軽井沢クラブ        

活動名 軽井沢国際カーリング選手権大会2019

活動報告書

【スポーツ団体大会開催助成】

助成活動細目
競技会開催

競技力向上活動

備考

※本報告書はA4サイズ2枚で印刷してください。

基金助成金以外の収入増加
に向けた取組み

取組内容 協賛金・有料来場（決勝トーナメント）

情
報
公
開

活動の実施
状況及び実
施結果並び
に助成金の
使途に関す
る情報の公
開

情報の公開方法
(複数選択可)

（　　　　　　　　　　）※具体的な公開手段を記載してください。
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活動の内容

円

※上記いずれかの公開が必要です。

公表した内容
(複数選択可)

※上記いずれかの公表が必要です。

団体選定の強化指定選手又はそれに準ずるトップ
選手・チームの全参加者に占める割合

30 ％ 40 ％

大会に関する広報活動
（複数選択可） （ＴＶ番組）

5 か国

1998年長野冬季オリンピック競技大会を記念とする国際大会を開催し、カーリング競技の更なる普
及、発展と地域のコミュニケーション創りを推進していく。また、ワールドカーリングツアー日本
大会として、アジアの中心的な役割を担いながら世界レベルの大会開催を目指している。
◆予選リーグ：女子3ブロック制の8エンドラウンドロビン / 男子3ブロック制の8エンドラウンドロ
ビン
◆決勝トーナメント：上位8チームによる8エンドトーナメント
◆適用ルール：WCF（世界カーリング連盟）ルールに準拠

活動計画及び実績

年度当初計画 実績

観戦者数 3,400 人 3,793 人

助成金以外の事業収入額 34,364,000 円 34,093,000

参加者数 139 人
参加国数

※国際大会の場合

ホームページ テレビCM 広報媒体への掲載

その他

SNS

行った

行わなかった

HPで公開

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備

広報誌・会報誌等で公開

情報開示請求があった場合に開示

活動の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、活動の進捗、途中経過を公開）

活動の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、活動の完了報告を公開）

助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開）

その他


